
作成日：

更新日：

１　施策の目的と指標
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単位 数値区分 H27年度 H28年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

見込み値 71,089 70,568 70,041 69,521 68,996 68,430

実績値 72,305 72,018 71,602 71,370 71,249 71,395 71,434 71,511 71,624

見込み値

実績値

見込み値

実績値

目標値 29.0 31.0 35.0 37.0 30.0 31.0 32.0 33.0 33.3

実績値 29.0 31.2 29.8 30.6 31.2 24.8 29.3 31.4 34.9

目標値 37.0 39.0 43.0 45.0 31.0 32.0 33.0 34.0 35.0

実績値 34.3 33.0 28.5 30.5 28.3 24.0 30.3 28.2 34.4

目標値 2,060 2,120 2,240 2,300 6,970 7,180 7,390 7,610 7,830

実績値 5,488 5,906 6,767 6,428 5,245 5,409 5,573 5,741 6,009

目標値

実績値

①

②

③

④

４　施策の状況変化・住民意見等　※目標設定の前提とした後期基本計画策定時点の状況変化・住民意見等を記載しています。

５　予算等の推移 ※当初予算。骨格予算の年度は６月補正後

7,900 357,700地方債

県支出金

31,587 233,860

462,918 500,718 497,528 519,948一般財源

その他

537,015 1,142,340

0 0 0 26,904国庫支出金

関連事業予算額（単位：千円）
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　目標設定の考え方・理由（可能性と必然性）

前期の目標値は、５年間（令和元年）で１０ポイント増の37.0%としていた。しかし５年後の現在、前期の目標値と平成30年度実績値の乖離が大きく、過去の推移から成り行きでは現状
維持が想定されるため、後期では市民の１／３にあたる３３．３％を令和６年度の目標とすべく下方修正を行う。なお、各年度の目標値は、段階的に上がるように設定した。

前期の目標値は、５年間（令和元年）で１０ポイント増の43.0%としていた。しかし過去５年間の実績が上下しながら伸び悩み、平成３０年度には５.６ポイントも下降した。よって、令和６
年度の目標値は、平成２７年当初の実績値まで回復できるように３５％をめざす。なお、各年度の目標値は、段階的に上がるように設定した。

前期の目標値は、途中で測定方法が変わり実績値との差が生じた。また、実績値は中央図書館が平成２８年度にリニューアルし、月曜開館を開始したため一時的に増加した経過が
ある。後期の目標値は、今後の人口増加や職員増は見込めないが、毎年の増加を目指していくため、各年度３％上がるように設定した。

２年度 ４年度 ５年度

３　施策の役割分担

市立図書館、市立美術館

人

％

（３）対象指標（対象の大きさを表す指標）

（４）成果指標（意図の達成度を表す指標）

学習テーマを持ち、自主的に学ぶ

（１）対象（誰、何を対象としているのか）　※人や自然資源等

（２）意図（この施策によって対象をどう変えるのか）

施策関連課名

市民

①
生涯学習を行っている市民
の割合

２　指標等の推移

成
果
指
標 ③

④

図書館レファレンスサービス
（調査相談）件数

A
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26 施策主管課長名

政策名

施策名

生涯学習課

功刀　潤

心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成

生涯学習の推進

指標名

対
象
指
標

B

％

件

②

成果指標設定の
              考え方

（成果指標設定の理由）

スポーツ・レクリエーションの実践状況を示す／市民が日頃からスポーツ・レクリエーションを行なっていれば、学習テーマを持ち、自主的に学んでいるといえるの
で、成果指標とした。本市では、軽スポーツなどのレクリエーションも含めて（スポ・レクなど）推進しており、生涯学習という意味でも、広く体を動かすことを含め
て、「スポーツ・レクリエーション」とした。

　成果指標の
           測定方法

　（どのように
　実績値を把握するか）

生涯学習の実践状況を示す／市民が生涯学習を実践していれば、学習テーマを持ち自主的に学んでいるといえるので、成果指標とした。

市立図書館のレファレンスサービスの回答件数

市民アンケート『習慣的にスポーツやレクリエーション活動を行なっていますか』において、「あてはまる」「ややあてはまる」と回答した人の割合

市民アンケート『趣味や娯楽なども含めて、生涯学習を行なっていますか』において、「あてはまる」「ややあてはまる」と回答した人の割合

図書館の調査相談の利用状況を示す／市民が学習テーマを持ち、自主的に学んでいれば、身近な図書館での調査相談件数が増加すると考え、成果指標とし
た。

71,880

33.0

29.4

前期基本計画 後期基本計画

人口

生涯学習を行っている市民の割合

スポーツ・レクリエーションを習慣化している市民の割合

図書館レファレンスサービス（調査相談）件数

H29年度

41.0

34.1

2,180

6,488

３年度
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477,441

①施策を取り巻く状況変化 （対象や根拠法令等は、今後（～R6年度末を見越して）どのように
変化するか？）

〇全市民を対象としているので、おのずと2025年問題に直結した対象の変化が訪れる。元気
な前期高齢者が後期高齢者に移行していく過渡期であり、定年延長も拡大しつつある。
〇忙しい現役を卒業し、まだまだ体力と活力のある60代をターゲットに絞り、事業展開していく
ことが、ゆくゆくの医療費増大を抑える手段としても有効である。
〇余暇は十分ある人に脳トレ、軽スポーツ等を習慣化してもらうような気運がより高まっていく。

①市民（市民、事業所、地域、団体）の役割 （住民が自助でやるべきこと、地域やコミュニティ
が共助でやるべきこと、行政と協働でやるべきこと）

〇住民個々が、生活の中で生涯学習やスポーツ活動、レクリエーションを必要と感じ、実践す
る意思を持つこと。
〇自治会などの文化祭やスポーツ大会等の維持、推進。
〇図書館や美術館などでの催し物やイベントなどへも積極的に参加し、生涯学習に対する理
解を深める。

②行政（市、県、国）の役割 （協働を進めるため市がやるべきこと、県がやるべきこと、国がや
るべきこと）

〇やる気を持った市民に生涯学習の機会や場所の提供。
〇豊かな心身を醸成する手段として、生涯学習が必要であることの周知。
〇スポーツ推進委員と協力して、軽スポーツの普及啓発。
〇グラウンドゴルフ、ファミリーバドミントン、ペタング、輪投げ等の軽スポーツ用具の貸出。
〇本を読むことの大切さ、芸術作品に触れる喜びを理解してもらう工夫。

②関係者からの意見・要望 （この施策に対して住民（対象者、納税者、関係者）、議会からど
んな意見や要望が寄せられているか？）

〇老後の老人の健康の為にもスポーツ（例えばゲートボール、グランドゴルフ等）の大会を開
催して、市民の交流を図ると同時に広報を通じて積極参加を促してほしい。
〇各地区には運動するところがない。地区に一ヶ所でいいので作ってほしい。
〇体育館や市民プールで子供向けの教室が格安で参加できるのはとてもありがたいです。
〇図書館の学習室の充実（時間が短く、テスト前は満席、そのような時は空き部屋等開放して
ほしい。

スポーツ・レクリエーションを
習慣化している市民の割合

56関連事業本数

区分 ６年度
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６　施策の成果水準とその背景 施策名：

７　基本計画期間における施策方針

８　施策の目標達成のための基本事業の今年度（R7年度）の取組（事務事業）状況・今後の課題・次年度（R8）の方針

1

2

3

4

5

（１）施策の基本方針

・学ぶ意欲を持ち活動する市民の掘り起こしを図り、趣味を通じた仲間づくりを推進する。
・気軽に運動に親しめる環境を整え、スポーツによる健康増進効果や人と人との交流の楽しさが実感できる機会を提供する。

基本事業

　スポーツ推進委員、スポーツ協会等との連携により、子どもから高
齢者まで楽しめるファミリーバトミントン等のニュースポーツや軽ス
ポーツの普及や、リズム体操やストレッチ等で楽しく体を動かす健
康スポーツ教室等を開催し、生涯スポーツ活動の推進に取り組
む。実績値が目標値に達していない状況で、いかにしてスポーツ
活動等への動機づけを行うか検討する必要がある。

　図書館では、従来の紙の本と電子書籍を両立したアクセシビリ
ティの高いサービスを提供するとともに、幅広い年代に情報発信を
行い電子図書館システムの利用促進を図る。美術館では、企画展
及び収蔵作品展等の開催と同時に、教育普及事業ではワーク
ショップなどの様々な事業を展開するが、市民の認知度を高めて
いくことが必要となる。また、スポーツ施設では、指定管理者制度
の活用によりサービス内容を充実させ、使いやすい施設になるよう
務める。その他の社会教育施設についても、より有効に活用される
よう取り組む必要がある。

　市民の幅広い学習ニーズに応える学習機会の提供に努
め、市民の主体的な学習活動を支援する。また、学習成果
を発表する場として自主企画講座を充実させ、生涯にわた
る学習を支援する。また、図書館ではふるさと教育を、美
術では関係機関と連携した教育普及事業を継続して推進
する。

　関係機関との連携により、市民それぞれの趣向にあわせ
た健康づくりや生きがいづくりにつながるようにスポーツや
運動をする機会の充実に努め、市民が生涯スポーツ等を
楽しめるよう「いつでも、どこでも、誰でも、いつまでも」気軽
に楽しめるスポーツや運動の提供に継続して取り組む。

　スポーツ施設の適正な維持管理を行い、スポーツを楽し
むための安全・安心な環境確保に努める。また、図書館で
は、電子図書館システムについての情報発信を行い利用
促進を図る。美術館では、教育普及事業を推進するととも
に、市民等が美術館をより身近な施設と感じられるような展
覧会等の開催に努める。その他の社会教育施設について
も適正な管理と整備に努め、より有効活用されるよう取り組
む。

次年度（R8）の方針今年度（R7）の取組（事務事業）状況及び今後の課題

　市主催の生涯学習講座のほか、市民が講師となる「自主企画講
座」の開催に取り組む。学びの機会の充実に取り組むものの、若年
層の参加者が少ない状況である。また、図書館ではふるさと人物
室で小野要三郎展を行いふるさと教育の普及、美術館では学校等
と連携した教育普及事業を推進する。

文化施設・スポーツ施設の利用促進

生涯学習機会の充実

スポーツや運動をする機会の充実

目標より低い実績値だった

どちらかといえば目標より低い実績値だった

目標より高い実績値だった

成果がかなり低下した

成果がどちらかといえば低下した

成果はほとんど変わらない（横ばい状態）

成果がどちらかといえば向上した

成果がかなり向上した

どちらかといえば目標より高い実績値だった

目標どおりの実績値だった

・成果指標①については、本市と接する中央市の後期基本計画では「生涯学習講座が充実していると思う
市民の割合」は、令和4年度実績値23.8％、令和９年度目標値30.0％である。設問内容は同様では無いも
のの概ね3割を目標にしており、推進状況としては同水準である。
・成果指標②については、他団体に比較する数値なし。
・成果指標③については、サービス件数のカウント方法は同様ではないが、南アルプス市（R5：5,741件、
R4：5,573件）、甲斐市（R5：11,183件、R4：9,922件）、笛吹市（R5：5,288件、R4：5,512件）である。人口が同
規模である２市と比べ、甲斐市には及ばないものの、笛吹市とは同水準である。

・成果指標①の実績値は34.9％。目標値33.3％を1.6ポイント上回った。
・成果指標②の実績値は34.4％。目標値35.0と比べ0.6ポイント下回った。
・成果指標③の実績値は6,009件。目標値7,830件と比べ1,821件下回った。達成率は76.7％

　コロナ禍で低下した実績値は、徐々に回復し目標値に近づいている。

シート２生涯学習の推進

かなり低い成果水準である

どちらかといえば低い成果水準である

ほぼ同水準である

どちらかといえば高い成果水準である

かなり高い成果水準である

　　※背景・要因と考えられること（根拠となる実績値、判断理由など）

・成果指標①の実績値は、R5年度比で3.5ポイント上回り、Ｒ4年度比では5.6ポイント上回っている。
・成果指標②の実績値は、Ｒ5年度比で6.2ポイント上回り、Ｒ4年度比では4.1ポイント上回っている。
・成果指標③の実績値は、R5年度と比べ268件、Ｒ4年度とでは436件増加している。

　コロナ禍で低下した実績値は、回復傾向にある。

　　※背景・要因と考えられること（根拠となる実績値、判断理由など）

　　※背景・要因と考えられること（根拠となる実績値、判断理由など）

（３）他団体比較（近隣他市、県・国との比較など）

（２）時系列比較（どのように変化してきたか）

（１）目標達成度（目標値との比較）


